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～C型慢性肝炎に対する
　　　　　新しい治療について～

副院長 鈴木都男

☆月～金曜日　8：30～11：30　　12：30～14：30
☆土曜日　　　8：30～11：30
☆休診日　　　日、祝、12/31、1/1、1/2、1/3（年末年始）
・学会・出張等で、担当医師が休診又は代診となること
　があります。　予めご了承下さい。

初診の方で紹介状をお持ちでない方には、別途保険外
併用療養費として、3,240円いただきます。
歯科・口腔外科、耳鼻咽喉科、心療内科、神経内科へ
の受診は、予約の上紹介状が必要となります。
詳しくは当院ホームページの外来診療のご案内をご覧
下さい。

患者さんやご家族の方々から下記のような様々なご相談
をお受けしています。
誰に相談していいか分からないことがあれば、まずは医
療相談窓口にご相談ください。
（１）医療に関すること
（２）当院での受診に関すること
（３）病院に対するご意見、ご要望、苦情等に関すること
（４）個人情報保護に関すること
（５）医療安全に関すること
なお、医療相談窓口でお受けしたご相談内容でご希望が
あれば、日時を調整の上当院の第三者委員を交えて相談
することができます。

～C型慢性肝炎に対する
　　　　　新しい治療について～

　日本人の死因のトップは悪性腫瘍であり、肝癌はその中の主要な癌の一つです。そ

して肝癌の約７割はＣ型肝炎ウイルス（以下、HCV）が原因です。HCV感染者数は日

本で150-200万人と推定されています。HCVに感染すると何十年という時間をかけてC

型慢性肝炎、肝硬変を経て、肝癌が発生してくるといわれています。

　Ｃ型肝炎ウイルスを体内から排除できる可能性のある治療法は今まではインターフ

ェロンという注射薬を含む治療でした。ただ、感染しているHCVの型と血液中でのウ

イルスの量により、治療効果には大きな差があることがわかっています。日本に一番多いパターンはⅠb型でウ

イルス量が多い、という方ですが、実はこのパターンが難治性です。これら

の方ではインターフェロン単独ではHCVを排除できる割合は数％だけです。

しかし、インターフェロンの製剤上の工夫や他の抗ウイルス薬の併用も行わ

れるようになり、最新の治療ではインターフェロンを含む３種類の抗ウイル

ス薬の併用により90%の方でウイルスを排除できるようになりました。

　ただ、インターフェロンは比較的副作用が強いお薬です。高齢の方、肝硬

変まで進んでいる、などの方は副作用のためにインターフェロンを使えない

場合がありました。H26年９月より、そのようなインターフェロンを使えな

いⅠb型の方に対して、飲み薬の抗ウイルス薬だけで治療できることになり

ました。この治療でも80-90％の方でウイルスを排除できます。この治療が早

期に当院でも導入できるように準備中ですので、遠慮なくご相談ください。

 



集中ケア
認定看護師

第８回

岡野 由美
認定看護師

認定看護師の紹介

　集中ケア認定看護師の資格を
取得し２年目に入りました。現
在は救命救急センター集中治療
室で勤務しています。集中ケア
とはなんだろう？？と思う方も
多いと思います。以下、日本看
護協会HPより抜粋です。
－近年、高度医療、救命医療の
発展により、Intensive Care Unit・
Coronary Care Unit（以下ICU・CCU）

などの集中治療領域では、看護職における専門家（Expert 
nurse）育成が必要であるという声があがり、誕生したのが、
「集中ケア認定看護師」です。ここで言う「集中ケア」とは、
その用語の如く、重症かつ集中治療を必要とする患者さん、
ご家族への看護、いわゆる生命現象の危機状態にある人
間の反応に対処する看護ということです。なお、英語では、
Critical care（クリティカルケア）という単語が相当し、医
療界では和製英語となりつつあります。－
　名称から見ると集中治療室のみの看護の印象がありま
すが、下図のように対象領域は急性期のみに限らず回復
期や慢性期でも患者さんが生命の危機的状態にあれば対
応します。当院は急性期病院ですので、入院している患
者さんは対象にあると判断し、月２回一般病棟を回診し、
より良いケアを提供できるように看護職員と話し合って
います。特に所属部署では患者さんの重篤化を予測し回
避できるように、かつ早期回復につながる看護実践がで
きるようにサポートしています。そういった視点で看護
を行うには、いかに変化に早く気づき、何が起こってい
るのかを考える力が鍵になってきます。ですので、院内
で開催している勉強会では考える機会をもてるように工
夫しています。
　また、患者さんは自分の意思を伝えたくても伝えられ
ない状態にあることもあります。状態把握のためにつけ
ている医療用モニターや、装着している人工呼吸器やそ
の他の医療機器からのアラームも患者さんの出せない声

 

認定看護師認定審査に合格し、ある特定の看護分野（現
在21分野）において、熟練した看護技術と知識を用いて、
水準の高い看護実践のできる者をいう。

認定看護師の役割
認定看護師は、看護現場において実践・指導・相談の３
つの役割を果たすことにより、看護ケアの広がりと質の
向上を図ることに貢献する。
・実践：特定の看護分野において、個人、家族及び集団
　に対して、熟練した看護技術を用いて水準の高い看護
　を実践する。
・指導：特定の看護分野において、看護実践を通して看
　護者に対し指導を行う。
・相談：特定の看護分野において、看護者に対しコンサ
　ルテーションを行う。

認定看護師になるには
看護師の免許取得後、実務研修が通算5年以上。（うち３
年以上は認定看護分野の実務研修）→ 6ヶ月、615時間以
上の認定看護師教育機関通学→筆記試験に合格　を経て
認定看護師に登録をすることができる。（更に５年ごとの
更新がある。）

集中ケア認定看護師について
生命の危機状態にある患者の病態変化を予測した重篤化
の予防。廃用症候群などの二次的合併症の予防および回
復のための早期リハビリテーションの実施（体位調整、
摂食嚥下訓練等）
　本年９月現在の登録者数は、大阪府で54名。

（参考資料：日本看護協会のホームページ）
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※病床数343床、そのうち救命救急センタ－43床

認定看護師とは

ひとくち
メモ

集中ケア
認定看護師

の代わりになります。そういった患者さんからの声に耳
を傾けることもクリティカルケア領域では大切な看護に
つながります。疾患に対する看護だけでなく、どうした
ら元の状態に戻れるか？自宅に帰るにはどういった機能
が回復できていないのかなどの生活の視点を大切にし、
日々看護実践を行っています。そして患者さんだけでは
なくご家族に対し
て看護を行うこと
も認定看護師の役
割になりますので、
日々研鑚していこ
うと思っています。



《 作り方 》
① 木綿豆腐をふきんやキッチンペーパーなどで包み、
　 平皿などを重石にして約30分置き水気を切る。
② ボールに鶏ひき肉・塩を加えてよく練り、①と 卵・
　 酒・片栗粉を加えてよく混ぜ合わせ、ハンバーグの
　 形に整形する。
③ フライパンを熱して油をよくなじませ、②を入れて
　 中火～弱火でしっかり両面を焼き、中心まで加熱する。
④ ③を皿に盛りつけ、大根おろしにポン酢を混ぜ、大
　　葉と添える。

えいようだよりえいようだより

豆腐ハンバーグ
eiyo-dayori

【エネルギー：222kcal　塩分1.3ｇ】＜材料＞（１人前）

鶏肉
脂質の量が多いと、胃に長く留まり負担をかけるので、牛
肉や豚肉に比べて脂質の量が少ない鶏肉のほうが胃への負
担を減らせます。ササミや胸肉は脂質が少なく、鶏肉の皮
には脂質が多く含まれています。

消化しやすい食事とは、消化液が混ざりやすく、胃内での停滞時間が短い食事のことです。硬い食べ物は消化液が混
ざりにくく、脂質の多い食べ物は胃内での停滞時間が長くなります。胃に負担をかけないためには、柔らかくて脂質
の少ないものを食べましょう。また、よく噛んで食べることによって、唾液に含まれる消化酵素が消化を助け、胃へ
の負担を減らします。

大根おろし
大根には消化酵素が含まれており、消化を助ける働きがあ
ります。しかし消化酵素は熱に弱いため、生で食べること
によって初めて消化を助ける効果が得られます。

豆腐
大豆には食物繊維が多く含まれています。
大豆をそのまま食べるよりも、食物繊維の少ない豆腐のほ
うが消化しやすく胃への負担を減らせます。

栄養科 管理栄養士 渡部 慎也

木綿豆腐　100ｇ

鶏ひき肉　50ｇ
卵　1/4個
片栗粉　小さじ1
塩　少々

酒　小さじ1
油　小さじ1

大根おろし60ｇ
ポン酢　小さじ1
大葉　1枚

i

福祉相談室受付時間：平日１０時～１６時・土曜１０時～１２時 （受付状況によりお待たせする場合がありますが、ご了承下さい。）

無料低額診療事業の
相談について（ご案内）

　当院は社会福祉法人の病院であり、社会福祉法に規定された経済的な事情により
必要な医療が受けられない人々に対して適切な医療を受けることができるように支
援することを目的とした無料低額診療事業を行っています。
「急な入院で支払いができない」「介護もしているので、費用負担が重い」「非課税世
帯で収入が少ない」「障害者手帳を持っていて医療費助成制度の対象になっている」な
ど医療費の負担ができないといった相談を具体的に解決していきます。また、さま
ざまな保険制度に関することや医療費の支払いに関する相談も受け付けています。
相談は、産科・婦人科の奥にある福祉相談室にてソーシャルワーカーが承っています。
　このほか「介護が必要になりそうだが、どうしたらいいか分からない」「がんで治療
をしているが、今後のことについて情報提供してほしい」「離れて暮らしているので、
一人暮らしの父親のことが心配だ」などの生活に関する相談も受け付けています。

豆腐ハンバーグ～胃にやさしい～

point

【日時】平成26年11月14日（金）　10：00　～　12：00
【場所】病院1階（エレベーターと整形外科待ち合いの間の通路）
【内容】簡易血糖測定
　　　　糖尿病専門医、看護師、栄養士による健康相談
　　　　糖尿病に関するポスターの掲示　など

11月14日は世界糖尿病デーです。糖尿病の予防・治療の啓発を目的とし
て世界各国でイベントが開催されます。当院でも糖尿病イベントを開催
しますので、是非お越しください。

≪胃に負担をかけない、消化しやすい食事とは？≫

 

※参加費無料、申し込みは不要です。入院中の方、地域の皆さま、どなたでもご参加いただけます。

11月14日は「世界糖尿病デー」

（１丁の約３分の１程度）



平成26年

10月～12月

クリスタルホテル

（編集・発行） 広報ホームページ委員会・経営企画課

糖尿病教室
　【日時・演題】10月６日（月）「社会の中の糖尿病」
　　　　　　　　11月10日（月）「未定」
　　　　　　　　12月１日（月）「糖尿病のお食事について」　　※いずれも13：00～14：00
　【開催場所】　病院東館３階研修室　　【お問い合わせ】　栄養科　06-6871-0121　内線208
心臓病教室
　【日　時】　　毎週水曜日　11：30～
　【開催場所】　病院４階　心臓リハビリテーション室　
　【お問い合わせ】　心臓リハビリテーション室　06-6871-0121　内線680
北千里地区公民館主催健康講座
　【日時・演題】11月15日（土）13：30～
　　　　　　　　「生活習慣病予防のために食物繊維を上手にとりましょう」「脂肪細胞のひみつ」
　【開催場所】　北千里地区公民館２階 大会議室　【お問い合わせ】　なでしこプラン推進室 06-6871-0121 内線603
南千里地区公民館主催健康講座（※要予約）
　【日時・演題】12月13日（土）13：30～
　　　　　　　　「低身長について」「乳がんの診断と治療　乳がん検診ですべきこと」
　【開催場所】　千里市民センター大ホール　【お問い合わせ】　なでしこプラン推進室  06-6871-0121  内線603
母親教室（※要予約）
　　助産師が妊娠後半期のマイナートラブルや分娩経過・入院方法について分かりやすく説明しております。
　　ご家族の参加もお待ちしております。
　【日　時】　　毎月２回（第１木曜日・第３土曜日）
　【開催場所】　病院３階デイルーム　　【お問合せ先】　産婦人科外来　06-6871-0121

他院の病院で治療を受けられている方が、
当院の医師に意見を聞きたいというご
希望に応える為に、セカンド・オピニオ
ン外来を行っております。

●療養環境向上の為、敷地内禁煙となっ
　ておりますのでご理解いただきますよ
　うお願いいたします。
●携帯電話のご利用は「携帯電話エリア」
　にてお願いします。なお職員が使用し
　ております携帯電話（赤色ストラップ付）
　は、一般の携帯電話とは異なるものです。

当院は臨床研修医に対する教育病院（臨
床研修病院）です。
指導医の指導の下、日々研鑽を積みな
がら患者さんの診療に当たっております。
臨床研修医に対し、お気付きの点があ
れば、何なりとご意見をお寄せ下さい。【お問合せ】

１階総合受付カウンター　（医事課）

乳腺疾患勉強会
　【日時・演題】10月11日（土）14：00～15：30
　　　　　　　　「乳がんの手術療法～残しますか？作りますか？～」
　　　　　　　　「手術後の下着どうしたらいいの？～補正下着の種類と使い方～」
　【開催場所】　病院東館3階　研修室　　【お問い合わせ】　入退院管理室　河野　06-6871-0121
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